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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 15年 11 月 19 日の中間決算発表時に公表いたしました業績予想
および期末配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
 
１．平成 16 年 3月期通期業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1日 ～ 平成 16 年 3月 31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 42,000 850 300 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 43,180 830 380 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 1,180 △20 80 

増 減 率            （％） 2.8 ― 26.7 

（ご参考） 
前期実績（平成 15 年 3 月期） 

41,831 746 189 

 
２．平成 16 年 3月期連結業績予想数値の修正（平成 15 年 4 月 1日 ～ 平成 16 年 3月 31日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 44,000 1,200 550 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 46,080 1,150 880 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 2,080 △50 330 

増 減 率            （％） 4.7 ― 60.0 

（ご参考） 
前期実績（平成 15 年 3 月期） 

44,401 1,136 547 

 

３．修正の理由 

単独業績予想につきましては、下期に米国経済の回復をうけ、四輪駆動装置事業が好調に推移

し当初見込みを上回り、その結果前回発表予想より、売上高、当期純利益において増加となる見

通しとなりました。 

連結業績予想においても、単独業績予想の上方見通しと海外子会社のうち、特に米国子会社が

合理化等を推進したことにより好業績となり、前回発表予想より、売上高そして特に当期純利益

において増加となる見通しとなりました。 

 

（注） 上記の業績予想の修正数値は、当社が現時点まで入手可能な情報に基づいて作成しており、

実際の業績は業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 



 

 

４．配当予想の修正 

（単位：円） 

 中 間 期 期   末 年   間 

前回予想（平成 15 年 11月 19日） 3.00 3.00 6.00 

今 回 修 正 予 想 3.00 4.00 7.00 

（ご参考）前期の１株当たり配当金実績 3.00 3.00 6.00 

 

５．配当予想修正の理由 

当社の利益配分に関する基本方針は、収益、財務のバランスを図り、安定的、継続的な配当を

実施していくことでありますが、株主への利益還元も重要な課題の一つと認識し、平成 16 年 3

月期につきましては業績、配当性向等を総合的に勘案し、期末配当を前回予想の３円から４円に

増加し、年間７円とさせていただきます。 

なお、当該配当にかかる利益処分案を、平成 16 年 6 月 29 日開催予定の当社第 71 回定時株主

総会に提出をさせていただく予定であります。 

 

 

以  上 


